
東邦病院
地域医療連携便り「窓」

ひとと地域と つながる連携のまど vol.101

1.私達は、患者様の人権と意思を尊重し納得と同意に基づく患者様本位の医療を心がけます

2.私達は、地域住民の皆様の健康維持増進に寄与し、安全で信頼を得る医療を実行します

3.私達は、日々研鑽し働きがいのある職場をつくり良質で高度の医療を目指し努力します

4.私達は、当院における診療機能を積極的に広報し、地域の医療機関、高齢者・福祉施設との連携を推進致します

5.私達は、院内情報を共有し、健全で安定した運営を 継続するため努力します

【 基 本 方 針 】

昨日を反省し 今日を考え 明日に備える【 理 念 】 
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副院長就任挨拶　細沼　賢一
4月1日より副院長が２名体制になりました！

　この度、令和4年4月1日付で副院長職を拝命しました細沼と申します。
　私が、群大第一内科の医局人事で東邦病院に異動になったのが2008年で、それ以来
肝臓疾患をはじめとした消化器疾患を中心に診療を行ってきました。
　当院に異動になった当時のことを思い返しますと、C型肝炎の治療はまだまだインターフェロンでしたし
、肝細胞癌の治療も進行例ではTACEやTAIを繰り返す以外にほとんど選択肢がない状況でした。それが現
在では非代償性肝硬変であってもDAA治療によりC型肝炎ウイルスを排除できるようになっていますし、非
常に進行した肝細胞癌であっても肝機能が良好であれば、分子標的薬・免疫チェックポイント阻害薬による
治療だけでいくつも選択肢があるようになっており、年月の流れを感じずにはいられません。
　そして、この間、当院自体も大きく変わってきました。群大消化器肝臓内科の医局員の減少に伴い、一時
期当院消化器科への派遣も減少していましたが、当院は医局から離れたことで消化器科医師も増員でき、
安定した診療体制を組めるようになってきました。また、他科についても内科系、外科系ともに徐々に増員
してきており、さらに新病棟の完成や緩和病棟、地域包括病棟の開設など、私が赴任した当初からみると、
病院全体としてかなり充実した状況になっていると思います。
　昨今のコロナ関係についてはもちろんのこと、それ以外でも医療全体を取り巻く環境が日々厳しくなって
いますが、少しでも地域の先生方、患者様の要望に応えられるよう、私も微力ながら当院スタッフとともに
精進して参りたいと思います。今後も御指導、御鞭撻のほど何卒よろしくお願い致します。
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回復期リハビリテーション病棟のご案内

整形外科　部長
なかがわ　　ゆみ
中川　由美

【担当診療科】整形外科

たにぐち　   のぶこ
谷口　展子

【担当診療科】歯科口腔外科

ますだ　   　みさき
増田　美沙季

【担当診療科】腎臓内科

　当院は、急性期病棟150床、亜急性期病棟108床(地域包括ケア病棟50床、回復期リハビリテーション病棟
58床)、療養病棟164床、緩和ケア病棟21床　計443床の複合的な入院機能を有するケアミックス病院です。
　回復期リハビリテーション病棟では独居でも在宅復帰ができるように、一人一人の生活を確認して生活に
密着したリハビリを行っています。対象疾患等がございますが、ケアミックス病院の特徴を活かし、患者さ
んにベストな病棟をご案内をさせていただきますので、まずは入院相談窓口へお気軽にご連絡ください。

当院病棟看護師の強み

当院リハビリのポイント
　当科では、可能な限り早期に回復・退院ができるように365日リハビリが行える体制を整えています。
　患者さんは医療圏の特徴から高齢な方(平均81.6歳)が多いですが、患者担当制を敷きながらチームで診ること

 回復期リハビリテーション病棟　看護科長　星野　有貴子

 　脳卒中や大腿部近位部骨折、廃用症候群など急性期治療を終了した、リハビリ
の継続が必要な患者さんが入院し、医師・看護師・介護士・理学療法士・作業療法
士・言語聴覚士・MSWが協力して、チームで集中的なリハビリを提供しています。
　退院後の生活を見据えた段階的な個別リハビリを行い、受傷前の状態にでき
るだけ近づける事を目標に取り組んでいます。
　日々のリハビリを通じて、できなかった事が一つでも多くでき、患者さんの笑
顔が増えるよう、スタッフ一同全力でサポートしています。



整形外科部長 中川  由美
新入職ご挨拶

　4月1日より整形外科に勤務させていただいている中川由美です。新潟県出身でH7年に群馬大学医学
部を卒業し、群馬大学整形外科に入局しました。
　着任して1か月余りですが、高齢者の骨折：入院、手術加療のニーズの多
さに身の引き締まる思いで、日々の診療に臨んでいます。
　不慣れなことも多くご迷惑をおかけすることも多いかと思いますが、今
後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。

【診察する上で大切にしていること】
　ご本人、ご家族の希望に寄り添った医療の提供
【やりがいを感じるとき】
　元の生活に戻れるようお手伝いができたとき

・日本整形外科学会　整形外科専門医

TEL.0277-76-1027　　
FAX.0277-76-1028

＊受付時間＊
月曜～金曜 

 9:00~18:15

＊紹介・入院・転院に関するお問い合わせは…
地域連携室紹介入院相談窓口 担当：伏島・向田

紹介入院窓口専任
ふせじま    かずき
伏島  和樹

紹介入院窓口専任
むかいだ   まさし
向田  昌史

\私た
ちにご連絡ください！/

整形外科がより手厚
くなりました！

を恒常的に行っている為、多角的な視点で一人一人に応じたリハビリを提供して
います。
昨今のコロナ禍において、年間100件以上行っていた家屋訪問は中止中ですが、
家屋の情報共有をご家族やケアマネさんと積極的に行い、必要に応じ提案書作成
も承っています。

写真

回復期リハビリテーション診療実績

実績指数 リハ単位数 FIM利得 在宅復帰率 在院日数
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全国平均※
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※回復期リハビリテーション協会：2021年度回復期リハビリ
　テーション病棟の現状と課題に関する調査報告書


